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―白梅学園大学・白梅学園短期大学　学長―
近　藤　幹　生（保育学）
（著書）
１．『保育の哲学３』　共著　2017.5　ななみ書房
２．『どう変わる？何が課題？現場の視点で新要
領・指針を考えあう』　共著　2017.6　ひと
なる書房
３．『就学前教育の計画を学ぶ　－教育課程・全
体的な計画（保育課程）から指導計画へ』　
共著　2017.12　ななみ書房
４．『子どもと社会の未来を拓く保育内容総論』　
編著　2018.3　青踏社
（その他）
１．改定「保育所保育指針」を読んで　第１回「今
後の課題を見つめて」　単著　2017.6『保育
通信』６　2017　NO.747
＜学会・社会的活動＞
・日本保育学会
・日本教育学会
・関東教育学会
・幼児教育史学会
・日本ペスタロッチ・フレーベル学会
・総合人間学会
・保育内容学会（準備会）
・OMEP日本委員会
・保育研究所会員
・東村山市子ども・子育て会議職務代理者
（講師）
・山梨県共立福祉会研修
・杉並区私立保育園園長会
・三鷹市私立保育園研修
・豊島区保育者研修
・都内私立保育園研修
・千葉県保育問題協議会研修
・都保育士会研修
・子どもの文化研究所京都セミナー
・調布市私立保育園研修
・都保育士会研修
・東京都保育問題協議会研修
・新宿区公立保育園研修
・全国民間保育園経営懇話会研修会
・昭島市私立保育園研修
・子どもの文化研究所
・豊島区私立保育園研修
・荒川区保育問題協議会
・自治労神奈川県本部
・板橋区私立保育園研修会
・杉並区公立・私立保育園園長会研修
・静岡県私立保育園研修
・船橋市公立保育園研修
・東京都公立保育園副園長研修
・昭島市私立保育園研修会
大学　子ども学部子ども学科
―白梅学園大学・白梅学園短期大学　副学長―
平　賀　明　彦（日本近現代史）
＜学会・社会的活動＞
・歴史学研究会
・歴史科学協議会
・日本史研究会
・政治経済学・経済史学会
・歴史学会
・新潟県史学会
・新潟県南魚沼郡六日町町史編纂委員会委員
―白梅学園大学・子ども学部長―
髙　田　文　子（教育学）
（著書）
１．『日本の保育の歴史―子ども観と保育の歴史
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150年―』　共著　2017.12　萌文書林
２．『子どもの心によりそう保育・教育課程論』　
共著　2018.3　福村出版　
３．『子どもと社会の未来を拓く保育内容「総論」』
共著　2018.3　青鞜社
（その他）
１．［書評］　永井優美著『近代日本保育者養成史
の研究―キリスト教系保姆養成機関を中心
に』　単著　2017.10　「日本の教育史学第60
巻」日本教育史学会
＜学会・社会的活動＞
・日本保育学会
・教育史学会
・幼児教育史学会理事
・日本乳幼児教育学会
・日本教育学会
・社会福祉法人ふたば会監事
・幼児教育史学会機関誌編集委員長
市　川　奈緒子（発達臨床学）
（著書）
１．『10の姿プラス５・実践解説書』　分担執筆　
2018.3　ひかりのくに
２．『育てたい子どもの姿とこれからの保育』　分
担執筆　2018.3　ぎょうせい
（学術論文）
１．「子ども理解に見る保育者の専門性」　共著　
2017.4　白梅学園大学教育福祉研究センター
紀要第22号
（その他）
１．［学会発表］多角的なニーズに応える心理支
援を探る～「ODDと診断された事例への学
習支援の取り組み～（３）　2018.3　日本発
達心理学会
２．［ラウンドテーブル］自閉症の子育てに「家
族の流儀」はどのように影響するのか（４）　
2018.3　日本発達心理学会
＜学会・社会的活動＞
・日本発達心理学会
・日本発達障害学会
・日本教育心理学会
・日本保育学会
・臨床発達心理士会
・臨床心理士会
・小平市教育委員会公立小中学校チーフ巡回相談
員
・小平市教育委員会特別支援教育専門委員
・社会福祉法人安立園　晴見保育園　スーパーバ
イザー
・社会福祉法人六踏園　皐月保育園　スーパーバ
イザー
・社会福祉法人正夢の会コラボいなぎ　いなぎこ
ども発達支援センター　多摩市ひまわり教室　
スーパーバイザー
・八王子市教育委員会特別支援教育アドバイザー
中　島　好　伸（アメリカ文学）
＜学会・社会的活動＞
・新英米文学会
・日本英文学会
・日本アメリカ文学会
・黒人研究の会
・Dreiser	Society（アメリカ）
仲　本　美　央（専門分野：保育学）
（著書）
１．『絵本から広がる遊びの世界	読みあう絵本』	
樋口正春・仲本美央編著　読みあう活動研究
会　風鳴舎　2017
（その他）
１．［学会発表］日本保育学会第70回大会研究発
表　ICT を活用した保育内容・方法の可能
性（２）　仲本美央・江津和也・差波直樹・
伊東健　2017
２．［学会発表］日本保育者養成教育学会第２回
大会研究発表　保育・教職実践演習における
授業展開の試み　槇英子・仲本美央・齊藤崇・
當銀玲子　2018
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＜学会・社会的活動＞
・日本保育学会
・日本乳幼児教育学会
・日本保育者養成学会
・アジア子ども支援学会
・アジア障害社会学会
・千葉市民間保育園協議会　理事
・社会福祉法人高州福祉会	監事
・千葉県市原市「いちはらっ子子育て支援会議」
委員
・東京都中央区協働推進委員会委員
・社会福祉法親愛会　評議員
長谷川　俊　雄（社会福祉）
＜学会・社会的活動＞
・日本社会福祉学会
・日本医療社会福祉学会
・日本精神障害者リハビリテーション学会
・日本精神保健福祉学会
・神奈川県社会福祉協議会　日常生活自立支援事
業契約締結審査会委員長
・愛知県ひきこもり　Eメール相談事業　監修責
任者
・東京都中部総合精神保健福祉センター　思春期
青年期相談援助事業・スーパーバイザー
・川崎市児童相談所（中央・中部・北部）　スーパー
バイザー
・愛知県ひきこもり支援対策協議会　副委員長
・NPO法人つながる会代表理事
・NPO法人フリースペースたまりば　副理事長
・多摩市役所生活支援課・スーパーバイザー
・日野市役所生活支援課・スーパーバイザー
・港区子ども若者地域支援協議会　副会長
・日野市子ども家庭支援センター・スーパーバイ
ザー
・川崎市（多摩区・中原区・宮前区）要保護児童
対策地域協議会　スーパーバイザー
増　田　修　治（臨床教育学）
（著書）
１．『「いじめ・自殺事件」の深層を考える』　単
著　2017.8　	株式会社本の泉社
２．『小１プロブレム対策のための活動ハンドブッ
ク』　単著　2018.1　株式会社日本標準
（その他）
１．「子どもの話をていねいに聞く」　単著　
2017.4　「小学校一・二年生の家庭教育」（「児
童心理	2016年４月号臨時増刊号」金子書房）
２．「夏休み明けのグズグズ・ダラダラ解消法」　
単著　2017.9　「保護者通信　１年生」（ベ
ネッセ）
３．「めんどくさーい「あとで！」を解消！　大
作戦」単著　2017.9　「保護者通信　２年生」
（ベネッセ）
４．「就学前に必要なこと」　2017.9・10月　	「あ
んふぁん」（サンケイリビング新聞社）
５．「ユーモア詩が子どもの素顔を引き出す授業
づくりの達人」　単著　2017.9　「新教育課程
ライブラリ　Vol.9」（ぎょうせい）
６．「立ち歩き・暴言暴力・小学校の学級崩壊は
なぜ起こる」　単著　2017.9.22　日経 DUAL
（日本経済新聞社）
７．「学級崩壊の防止や改善のために親ができる
こと」　単著　2017.9.22　日経 DUAL（日本
経済新聞社）
８．「小中教員不足	52教委で欠員」　単著　2017．
11.28　毎日新聞　大阪朝刊
９．「急増する低学年の暴力　キレない子どもに
するには」　単著　2018.2.21　日経DUAL（日
本経済新聞社）
10．「お友達に手をあげた　手をあげられたらど
うする」　単著　2018.2.28　日経 DUAL（日
本経済新聞社）
11．「暴力幼児が増えている！？」　単著　2018.3　
「あんふぁん」（サンケイリビング新聞社）
12．「小学校低学年の息子のクラスも学級崩壊」　
共著　2018.3.8　女性セブン（平成30年３月
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22号）
13．「子のイライラ	どう解消」　単著　2018.3.27　
日本経済新聞　夕刊
14．「道徳の規範色・中立性について」　共著　
2018.3.28　朝日新聞　埼玉県版
＜学会・社会的活動＞
・日本カリキュラム学会
・日本安全教育学会
・日本教師教育学会
・日本教育実践学会
・日本臨床教育学会
・世代間交流学会
・日本大学国語学会
・アメリカ教育学会
・日本標準教育研究所理事
・大阪教育大学メンタルヘルスサポートセンター
研究員
・教育支援人材認証協会認定評価委員
・日本標準教育アドバイザー
・中央出版保育事業部研究アドバイザー
・板橋区保育園　園内継続研究指導員
・練馬区向山保育園、練馬区どんぐり山保育園　
園内研修講師
・第２府中保育園　園内研修講師
・亀久保ひまわり保育園　園内研修講師
・小平市立小平第十二小学校　学校経営協力者
・練馬区立石神井台小学校　練馬区委嘱研修講師
本　山　方　子（教育心理学、教育方法学）
（著書）
１．『幼稚園教育要領ハンドブック（2017年告示
版）』取材協力（分担「環境」Pp.116-125）
2017.9　学研教育みらい
２．『新幼稚園教育要領ポイント総整理：幼稚園』
共著（分担「幼稚園教育における情報機器の
活用」Pp.93-96）2017.12　東洋館出版社
３．『10の姿プラス５・実践解説書』共著（分担「思
考力の芽生え」Pp.46-53）2018.3　ひかりの
くに
４．『育てたい子どもの姿とこれからの保育』共
著（分担「環境」Pp.54-57）2018.3　ぎょう
せい
（学術論文）
１．「授業実践の複雑性における相互作用の文脈
化と学習の生成」単著『奈良女子大学文学部
研究教育年報』第14号　	2017.12	
（その他）
１．［シンポジウム］「学びを織りなす」幼児教育
のデザイン：子どもは自らの生きる世界とい
かに対話するか　2017.5　日本保育学会第70
回大会
＜学会・社会的活動＞
・日本教育心理学会
・日本発達心理学会
・日本教育工学会
・日本心理学会
・日本質的心理学会
・日本乳幼児教育学会
・日本保育学会
・日本臨床政治学会
・幼稚園教育要領解説作成協力者
・奈良市幼児教育推進委員会
師　岡　　　章（保育学）
（その他）
１．「げんきにぱくぱく」（指導）『キンダーブッ
ク１	』2017年	４月号～ 2018年３月号　フ
レーベル館
２．「すくすくしょくいく」（指導）『キンダーブッ
ク２	』2017年	４月号～ 2018年３月号　フ
レーベル館
３．「おしえてしょくいく」（指導）『キンダーブッ
ク３	』2017年	４月号～ 2018年３月号　フ
レーベル館
４．「若手保育者の育成法 No.1 ～ No.12」『保育
ナビ』2017年	４月号～2016年３月号　フレー
ベル館
５．「指導要録の書き方と記録の取り方」『幼児教
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育年報』第53集　東京都私立幼稚園教育研修
会
６．「感謝の心を育む食育」『少年写真新聞　たの
しくたべようニュース』2017年11月号　少年
写真新聞社
７．	講演、多数につき省略
＜学会・社会的活動＞
・日本保育学会
・日本教育学会
・日本教育方法学会
・日本乳幼児教育学会
・日本カリキュラム学会
・日本子ども社会学会
・日本栄養改善学会
・幼児教育史学会会員
・日本保育学会『保育学研究』編集協力委員
・日本乳幼児教育学会『乳幼児教育学研究』編集
協力委員
・小平市子ども・子育て審議会会長
・文京区幼児教育・保育カリキュラム拡充委員会
委員長
・目黒区保育所等施設整備・運営事業者選定委員
会委員長
山　田　　　裕（小学校教科指導法・学校経営）
＜学会・社会的活動＞
・渋谷区小学校教育研究会社会科　講師
・小平市小学校教育研究会社会科　講師
・狛江市小学校教育研究会社会科　講師
・東京都教育委員会「学校・家庭・地域連携推進
事業」（練馬区立旭丘小学校）　スーパーバイ
ザー
安　倍　大　輔（スポーツ社会学）
（学術論文）
１．「運動部活動を学校と地域で育てる－スコッ
トランドのアクティブ・スクールの事例から
学ぶ－」　単著　2018.2　ベースボールマガ
ジン社『コーチング・クリニック』４月号
２．「体育科教育における『主体的な学び』に関
する考察－中央教育審議会の答申と学習指導
要領の改訂を手掛かりに－」　単著　2018.3　
白梅学園大学・短期大学紀要第54号
（その他）
１．子どものスポーツのあり方を考える　単著　
2018.3　学校法人白梅学園『地域と教育』第
35号
＜学会・社会的活動＞
・日本体育学会
・日本スポーツ社会学会
・埼玉県総合教育センター「遊びを通した子供と
のかかわり方実践講座」講師
須　川　公　央（教育学）
＜学会・社会的活動＞
・日本キリスト教教育学会
・教育思想史学会
・日本乳幼児教育学会
・教育哲学会
・日本教育学会
・日本社会臨床学会
・関東地区私立大学教職課程研究連絡協議会	事
務局幹事
首　藤　美香子（児童文化論・比較保育教育学）
（その他）
１．［書評］深谷昌志『子どもと学校の考現学―
少子化社会の中の子どもの成長―』黎明書房　
「少子化社会における子どもの成長を国際比
較などから多面的に探る」単著2017.7.8　図
書新聞　第3310号特集「出産・子育てから若
者へー次世代のいまを読み解くための一冊	
（第三面　学術・思想欄）
２．［書評］ポーラ・S・ファス編、北本正章監
訳『世界子ども学大事典』（Paula	S.	Fass	
eds .　Encyclopedia	 o f 	 Chi ldren	 and	
Childhood:	In	History	and	Society	３	vol	set	
（2003）	Macmillan	Library	Reference）	単著　
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2017.11　幼児教育史学会編『幼児教育史研
究』第12号　
＜学会・社会的活動＞
・日本保育学会
・幼児教育史学会
・日本子ども学会
中　林　俊　明（理科教育）
（その他）
１．［講師］教員免許状更新講習　2017.8　	
２．［講師］立川市立第八小学校講師　2017.4 ～
＜学会・社会的活動＞
・日本理科教育学会
・日本地学教育学会評議委員、常務委員、第72回
全国大会（茨城大学）実行委員
・日本科学教育学会
・日本気象学会
庭　野　晃　子（家族社会学）
（学術論文）
１．「保育者効力感の変化の過程－保育士養成校
学生の保育実習に注目して－（査読有）」　単
著　2017.8　社会福祉科学研究所『社会福祉
科学研究』第６号
（その他）
１．［報告書］「小学校教員志望学生に対する『子
育て支援教育』の試み（査読有）」　単著　
2018.3　教職課程研究　白梅学園大学短期大
学　
＜学会・社会的活動＞
・日本保育学会
・日本家族社会学会
・静岡家族問題研究会
林　　　　　薫（小児栄養学）
（著書）
１．『子どもの食生活　第３版』共著　2018.3　
ななみ書房
	（その他）
１．新教育課程ライブラリ「三つの資質・能力か
ら考えるこれからの学校経営」子どもがわか
る12の扉　「食を楽しみ育ち合う子どもを育
む」単著　ぎょうせい　2017.4
２．［講演］小野学園幼稚園「子どもと楽しむ食育」　
2017.6
３．［講師］武蔵野市　境南第２保育園園内食育
研修　2017.7
４．［講師］「食を楽しみ、育ち合う子どもを育む
には」　平成29年日本保育協会保育科学研究	
研修会　第２回子どもの食を支える～私たち
に必要な力とは～			2017.7
５．［講師］地域交流研究センタ 「ークッキングワー
クショップ（６回）」	2017.4 ～７
６．［報告書］平成26年度　日本保育協会　保育
科学研究報告書「保育所・認定こども園にお
ける食を通した保育・教育ニーズと、そのた
めの保育者の専門性に関する研究」（分担研
究）	2017.12
＜学会・社会的活動＞
・日本小児保健学会
・日本保育園保健学会
・日本栄養士会
・日本栄養改善学会
・全国小児栄養研究会（運営委員）
・日本公衆衛生学会
・日本家庭科教育学会
・日本教材学会
松　永　静　子（保育学）
＜学会・社会的活動＞
・日本保育学会
・日本乳幼児教育学会
・こども環境学会
・臨床育児保育研究会（機関紙エデュカーレを発
行）
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山　本　由紀子（音楽心理学・音楽教育学）
（学術論文）
１．「保育者養成校卒業後１年目の保育者に対す
る幼稚園・保育所・施設の評価‐２‐」共
著　2017.5.21　飯田女子短期大学紀要第34集
２．「保育者養成校の学生がもつ保育観の分析－
異なる保育実践を題材に－」共著　2017.11
飯田女子短期大学教育研究論文集第１巻第１
号
３．「創造的な身体表現と保育観」　共著　2018.3　
飯田女子短期大学研究論文集第２号
４．「幼児への共感性を高めるための実践的授業
環境の効果－効力感と共感性からの考察－」
共著　2018.3　飯田女子短期大学研究論文集
第２号
（その他）
１．［単独発表］管弦楽法・楽器法の比較の試み　
2017.9　音楽音響芸術研究会　於東洋大学
＜学会・社会的活動＞
・日本音楽知覚認知学会
・日本音楽教育学会
・音楽学習学会
・音楽表現学会
・音楽音響芸術研究会
能　田　　　昴（	特別支援教育・特別ニーズ教育・
教育史）
（学術論文）
１．能田昴・髙橋智：1891年濃尾震災における石
井亮一と孤女学院の孤児救済経緯に関する研
究　『SNE ジャーナル』第23巻１号	　日本
特別ニーズ教育学会　pp.134-147　2017.10
（審査付き論文）
２．髙橋智・田部絢子・石井智也・能田昴：スウェー
デンの高校教育とインクルーシブ教育―北欧
における子ども・若者の特別ケアの動向③　
『内外教育』第6638号　pp.12-15　時事通信
社　2018.1
３．能田昴・髙橋智：近代日本における災害救済
と障害・疾病等を有する子どもの特別教育史
研究―濃尾震災と社会的弱者救済の諸相―　
『東京学芸大学紀要総合教育科学系Ⅱ』第69
集　pp.123-138　2018.2
４．髙橋智・田部絢子・石川衣紀・内藤千尋・石
井智也・能田昴・柴田真緒：スウェーデンの
高校教育とインクルーシブ教育―ダーラナ県
の高校特別教育プログラム・特別高校の調査
から―　『東京学芸大学紀要総合教育科学系
Ⅱ』第69集　pp.35-43　2018.2　
５．石川衣紀・田部絢子・内藤千尋・石井智也・
能田昴・柴田真緒・髙橋智：エストニアにお
ける「うつ・自傷・拒食・薬物依存・愛着障
害・発達障害」等の不適応・発達困難を有す
る子どもの発達支援―タリン子ども病院「子
どもの心の健康センター」の調査から―　『東
京学芸大学紀要総合教育科学系Ⅱ』第69集　
pp.45-56　2018.2
６．能田昴・髙橋智：1891（明治24）年の濃尾震
災による岐阜県下の子ども・学校の被害実態
と教育復興の取り組み　『チャイルドサイエ
ンス』Vol.15　pp.33-38　日本子ども学会　
2018.3（審査付き論文）
（その他）
１．能田昴・髙橋智：近代日本における災害救済
と障害・疾病等を有する子どもの特別教育史
研究　『社会事業史学会第45大会報告要旨集』　
長野大学		2017.5
２．能田昴・髙橋智：1891	年濃尾震災における
石井亮一と孤女学院の孤児活動に関する研究	
『日本特殊教育学会第55回大会発表論文集』	
O２A- ５		名古屋国際会議		2017.9
３．【自主シンポジウム】アイスランド・フィン
ランドにおける「非行・	薬物依存等」の発
達困難を有する青少年への発達支援の取り組
みと日本の課題	（企画者：髙橋智、田部絢子、
石川衣紀、内藤千尋、柴田真緒、石井智也、
能田昴、神長涼	）	『日本特殊教育学会第55回
大会発表論文集』	自主シ７-３		名古屋国際会
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議		2017.9
４．能田昴・髙橋智：1891（明治24）年の濃尾震
災下における石井十次の児童救済活動―震災
孤児院における教育保護に注目して―		『日
本特別ニーズ教育学会第23回研究大会発表要
旨集』	埼玉大学		2017.10
５．【ラウンドテーブル】北欧における子どもの「虐
待・DV」等の問題と社会的養護　―スウェー
デン、アイスランドの「子ども養護センター
Barnahus」の調査から―（企画者：髙橋智、
田部絢子、石川衣紀、内藤千尋、柴田真緒、
石井智也、能田昴）	『日本特別ニーズ教育学
会第23回研究大会発表要旨集』	埼玉大学	
2017.10
６．能田昴・髙橋智：1891（明治24）年の濃尾震
災下における石井十次と岡山孤児院の児童救
済活動		『日本子ども学会学術集会第14回子
ども学会議プログラム・抄録集』		環太平洋
大学		2017.10
７．石川衣紀・田部絢子・内藤千尋・柴田真緒・
石井智也・能田昴・神長涼・髙橋智：北欧福
祉国家における「非行・触法・薬物依存等」
の発達困難を有する青少年への発達支援―ア
イスランド・フィンランドの調査から―		『日
本子ども学会学術集会第13回子ども学会議プ
ログラム・抄録集』　静岡大学浜松キャンパ
ス　2017.11
＜学会・社会的活動＞
・日本特殊教育学会
・日本特別ニーズ学会
・社会事業史学会
・日本教育学会
・日本子ども学会
・日本育療学会
大学　子ども学部発達臨床学科
倉　澤　壽　之（心理学）
（学術論文）
１．「Google	Apps の教育利用について・その２	
－ Google	Forms －」	単著　2018.3　白梅学
園大学・短期大学情報教育研究	21号
＜学会・社会的活動＞
・日本心理学会
・日本応用心理学会
・日本社会心理学会
・日本教育工学会
佐久間　路　子（発達心理学）
（著書）
１．『社会・情動発達とその支援	（講座・臨床発
達心理学）』共著　2017.6　ミネルヴァ書房　
担当部分「第７章自己の発達」（pp.113-133）
２．『学校教育相談の理論・実践事例集　いじめ
の解明』共著　2017.9　第一法規		担当部分：
「Ⅰ - ５　幼児期からの『心の教育』」
３．『10の姿プラス５・実践解説書』共著　
2018.3　ひかりのくに　担当部分「4.	道徳性・
規範意識の芽生え」（pp.30-33,35,37）
４．『育てたい子どもの姿とこれからの保育』共
著　2018.3　ぎょうせい　担当部分「8. 感情
の発揮と抑制」（pp.132-136）
（学術論文）
１．「コミュニケーションロボットとの関わりの
現状と課題　－否定的意識に着目して－」単
著　2018.3　白梅学園大学・短期大学紀要54
号　P119 ～ 134
＜学会・社会的活動＞
・日本発達心理学会
・日本教育心理学会
・日本乳幼児教育学会
・日本臨床発達心理士会
・日本質的心理学会
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・日本心理学会
・日本保育学会
・日本子ども社会学会
・日本家政学会
・保育教諭養成課程研究会
・一般社団法日本発達心理学会代議員
・一般社団法人臨床発達心理士認定運営機構資格
認定委員
・公益社団法人日本心理学会認定心理士資格認定
委員
・日野市保育カウンセラー
・国分寺市本多公民館「幼い子を持つ親のための
講座」講師
・茅ヶ崎教育センター第13回乳幼児期の子育ち・
子育て講座講師
杉　山　貴　洋（造形教育）
（著書）
１．『特別支援教育とアート』	共著　2018.3.31　
武蔵野美術大学出版局
（学術論文）
１．造形と教育：教育学研究第11号「特別支援教
育と総合学習への美術と福祉プログラムの展
開」	共著　2018.2.10　武蔵野美術大学教職課
程高橋陽一研究室
（その他）
１．［雑誌］新教育課程ライブラリ vol.12　リレー
連載　単著　2017.12.30　株式会社ぎょうせ
い
２．［講演］三重県立特別支援学校教育実践研究
大会	講師　2017.7　三重県立特別支援学校
３．［講演］聖徳大学子どものアート研究会講演
会　2018.1　聖徳大学
＜学会・社会的活動＞
・こども環境学会
・日本保育学会
・学校法人けやきの杜小平神明幼稚園理事
・全国大学造形美術教育養成協議会（事務局）
・社会福祉法人東京都児童協会おおきなおうち造
形ワークショップ講師
西園　マーハ　文（精神医学）
（著書）
１．林公輔、西園マーハ文『別冊日本臨牀精神医
学症候群（第２版）Ⅱ～不安症から秩序破壊
的・衝制制御・素行症まで～ . 新領域別症候
群シリーズ38巻』　神経性過食症 /神経性大
食症　310-314　共著　2017　日本臨牀社　
２．群馬会群馬病院摂食障害治療チーム『過食症
の短期入院プログラム - 精神科のスキルを生
かして摂食障害治療に取り組もう』　編著　
2017　星和書店
３．厚生労働科学研究費補助金「摂食障害の診療
体制整備に関する研究」班　摂食障害に関す
る学校と医療のより良い連携のための対応指
針作成委員会（高宮静男、中里道子、西園マー
ハ文）『エキスパートコンセンサスによる摂
食障害に関する学校と医療のより良い連携の
ための対応指針 . 小学校版』共著　2017　国
立精神・神経医療研究センター精神保健研究
所心身医学研究部
４．厚生労働科学研究費補助金「摂食障害の診療
体制整備に関する研究」班　摂食障害に関す
る学校と医療のより良い連携のための対応指
針作成委員会（高宮静男、中里道子、西園マー
ハ文）『エキスパートコンセンサスによる摂
食障害に関する学校と医療のより良い連携の
ための対応指針 . 中学校版』共著　2017　国
立精神・神経医療研究センター精神保健研究
所心身医学研究部
５．厚生労働科学研究費補助金「摂食障害の診療
体制整備に関する研究」班　摂食障害に関す
る学校と医療のより良い連携のための対応指
針作成委員会（高宮静男、中里道子、西園マー
ハ文）『エキスパートコンセンサスによる摂
食障害に関する学校と医療のより良い連携の
ための対応指針 . 高校版』　共著　2017　国
立精神・神経医療研究センター精神保健研究
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所心身医学研究部
６．厚生労働科学研究費補助金「摂食障害の診療
体制整備に関する研究」班　摂食障害に関す
る学校と医療のより良い連携のための対応指
針作成委員会（高宮静男、中里道子、西園マー
ハ文）『エキスパートコンセンサスによる摂
食障害に関する学校と医療のより良い連携の
ための対応指針 . 大学版』　共著　2017　国
立精神・神経医療研究センター精神保健研究
所心身医学研究部
７．『過食症の症状コントロールワークブック』
単著　2017　星和書店
８．『今日の治療指針』摂食障害（成人）1028-
1029　共著　2018　医学書院
９．『標準精神医学第７版』（尾崎紀夫、三村將、
水野雅文、村井俊哉編）摂食障害　393-402　
共著　2018　医学書院
（学術論文）
１．Sawo	Imai,	Sachiko	Kita,	Hiromi	Tobe,	
Masako	Watanabe,	Aya	Nishizono-Maher,		
Kiyoko	Kamibeppu［原著］Postpartum	
depressive	symptoms	and	their	association	
with	social	support	among	foreign	others	in	
Japan	at	３	to	４months	portpartum.	
International	Journal	of	Nursing	Practice,	
e12570,	DOI:10.1111/ijn.12570,2017
２．「摂食障害の精神症状．トレーニング指導者
に必要な摂食障害の知識第４回」日本トレー
ニング指導者協会機関誌 58:14-15,	2017
３．「摂食障害とこだわり」臨床精神医学	46:	
1009-1013,	2017
４．「摂食障害の精神科的治療．トレーニング指
導者に必要な摂食障害の知識	第６回」日本
トレーニング指導者協会機関誌　60:18-19,	
2017
５．「摂食障害の支援」児童青年期精神医学とそ
の近接領域 58:532-536,	2017
６．「摂食障害の発症要因」日本医師会雑
誌 146:1539-1542,	2017
７．「スポーツと摂食障害 -『女子アスリートの三
徴』を超えて援助するには」臨床スポーツ医
学　35:224-225,	2018
８．「摂食障害における病識と治療」精神神経学
雑誌　119:903-910,	2017
９．「摂食障害の対応の基本」精神神経学雑
誌 120:137-143,		2018
（その他）
［学会発表］
１．小原千郷、鈴木（堀田）眞理、西園マーハ文、
末松弘行、鈴木裕也、山岡昌、石川俊男、生
野照子　一般女性における摂食障害の認識と
メディアからの影響　2017.6.17　第58回	日
本心身医学会総会ならびに学術講演会
２．摂食障害対応の基本 . 教育講演３　2017.6.23　
第113回日本精神神経学会
３．地域での摂食障害援助の意味：保健所調査の
結果を踏まえて　シンポジウム1. 学校や地域
で摂食障害をどのように援助すべきか　
2017.6.23　第113回日本精神神経学会
４．摂食障害における病識	シンポジウム64．さ
まざまな精神障害の「病識」をどのように治
療に生かすか　2017.6.25　第113回日本精神
神経学会
５．精神科外来での摂食障害への対応　2017.7.8　
第25回生涯教育研修会プログラム . 東京精神
医学会第110回学術集会
６．「エキスパートコンセンサスによる摂食障害
に関する学校と医療のより良い連携のための
対応指針」について　シンポジウム2. 学校と
医療の連携　2017.10.21　第21回日本摂食障
害学会学術集会
７．星野大、重田理佐、金井希斗、西園マーハ文　
ガイデッドセルフヘルプによる症状の自覚と
治療意欲を高める効果（精神科病院における
摂食障害治療）2017.10.21　第21回日本摂食
障害学会学術集会
８．斉藤佐智子、井上真希、重田理佐、金井希斗、
西園マーハ文　摂食障害患者のアートセラ
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ピーにおける自己表現　2017.10.21　第21回
日本摂食障害学会学術集会
９．小原千郷、鈴木（堀田）眞理、西園マーハ文、
末松弘行、鈴木裕也、山岡昌之、石川俊男、
生野照子　一般女性における摂食障害につい
ての認識調査　2017.10.21　第21回日本摂食
障害学会学術集会
10．金井希斗、星野大、大嶋佑貴乃、佐久間智美、
重田理佐、西園マーハ文、野島照雄　単科精
神科病院で入院治療を行った神経性やせ症の
１例（精神科病院における摂食障害治療）	
2017.10.22　第21回日本摂食障害学会学術集
会
11．神宮京子、石川見佳、重田理佐、西園マーハ
文　身体を通して心に触れようとする試み
（精神科病院における摂食障害治療）
2017.10.22　第21回日本摂食障害学会学術集
会
12．重田理佐、林公輔、黒田香織、塚本大介、西
園マーハ文、野島照雄　医療保護入院による
摂食障害治療の困難さと工夫（精神科病院に
おける摂食障害治療）2017.10.22　第21回日
本摂食障害学会学術集会
13．鈴木眞理、生野照子、石川俊男、末松弘行、
鈴木裕也、西園マーハ文、山岡昌之、小原千
郷、武久千夏、加藤公史　一般社団法人日本
摂食障害協会の活動報告　2017.10.22　第21
回日本摂食障害学会学術集会
14．大森美湖、西園マーハ文　SCOFF を用いた
大学生に対する過食症のスクリーニング法の
検討第２報　2017.10.22第21回日本摂食障害
学会学術集会
［専門家研修］
１．摂食障害における体重増加後の心理的変化　
2017.5.26　慶應義塾大学病院精神神経科摂食
障害検討会
２．摂食障害を学ぶ　2017.5.29　筑波大学医学部
精神神経科講義
３．産後メンタルヘルス・事例から学ぶ 2017.8.1	　
府中市保健センター研修会
４．摂食障害（拒食症・過食症）の理解と対応　
2017.8.2　平成29年度石川県子どものこころ
の問題に携わる関係者育成セミナー . 金沢
５．ガイデッドセルフヘルプ　2017.8.29　第14	
回摂食障害治療研修 .	国立精神・神経セン
ター精神保健研究所
６．子育てママのメンタルヘルス　2017.8.30　平
成29年度福島県精神保健福祉関係職員研修
テーマ別研修会、郡山
７．摂食障害の理解と対応の基礎　2017.10.7　日
本摂食障害協会専門家向け研修、東京
８．摂食障害の理解と対応　2017.11.8　慶應義塾
大学病院精神神経科専修医講義
９．地域における産後メンタルヘルス 2017.11.29　
平成29年度第２回産後ケア推進事業研修会千
葉県健康福祉部
10．摂食障害　2017.12.16　成長期のアスリート
指導者研修 .	国立スポーツ科学研究センター
11．健診で注意したい母親の産後メンタルヘルス　
2018.2.7　小児科診療 UP-to-DATE. ラジオ
NIKKEI
12．摂食障害の理解と治療の基礎　2018.2.7　杏
林大学病院精神神経科医局講義
13．摂食障害　2018.2.27　成長期のアスリート指
導者研修２回目 .	国立スポーツ科学研究セン
ター
［啓発］
１．René	Girard,	Anorexia	and	Mimetic	Desire　
COV&R:The	Bulleting	of	the	Colloquium	on	
Violence	&	Religion	Bulletin　54
＜学会・社会的活動＞
・日本社会精神医学会雑誌編集委員
・日本摂食障害学会　理事
・日本スポーツ精神医学会　評議員
・日本社会精神医学会　理事
・日本周産期メンタルヘルス研究会顧問
・日本摂食障害協会　理事
・日本精神神経学会
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・多文化間精神医学会
・日本児童青年精神医学会
福　丸　由　佳（家族心理学・発達臨床心理学）
（著書）
１．福丸由佳　2017　子どもの自立をめぐって―
個の自立と関係性の自立　『児童心理』金子
書房
２．福丸由佳　2017　保育者のストレス対処と
キャリアデザイン　砂上史子編　『保育現場
の人間関係対処法』　中央法規　130-149.
３．福丸由佳　2017　『個と家族を支える心理臨
床実践Ⅲ』育てる～幼少期の親子関係を考え
る～日本交流分析学会	大会シンポジウムの
報告　日本家族心理学会編　金子書房　148-
154.
（学術論文）
１．福丸由佳　2017　「育て、育てられ、育ちあ
うこと－家族心理学の視点から－」　交流分
析研究　第42巻　１号（通巻89号）21-25　
２．小泉智恵、中山美由紀、福丸由佳、無藤隆　
2017　「妊娠期における夫婦関係と親となる
意識との関連」　日本生殖心理学会誌	　13巻	
１号	18-25　2017　
３．古城恵子・小嶋章吾・福丸由佳　2017「二分
脊椎症児の父親の地域生活に対する思い～
ソーシャル・キャピタルに着目して～」　家
族心理学研究　31巻２号　
４．福丸由佳・伊東ゆたか・木村一絵・加茂登志
子　2018　「里親向け研修における CAREプ
ログラムの効果の検討　－里子と里親の関係
作りに向けたペアレントプログラムの実施
－」　白梅学園大学・短期大学紀要　54号　
55-68
（その他）
１．［学会］本田　麻希子・大西真美・曽山いづみ・
山田哲子・杉本美穂・福丸由佳・大瀧玲子・
村田千晃・小田切紀子・青木聡・藤田博康　「離
婚を経験した家族への FAIT プログラムの
試 行 実 践（ ７）　」 日 本 家 族 心 理 学 会　
2017.9
２．［学会］福丸由佳・曽山いづみ・山田哲子・
杉本美穂　「離婚家庭と子どもへの支援　
FAIT（Families	In	Transition）プログラム
の紹介と実践」日本家族心理学会　2017.9
３．［ 学 会 ］Ohnishi,	Otaki,	Odagiri,	Murata,	
S o y a m a , 	 S u g i m o t o , 	 H o n d a ,	
Yamada,Fukumaru　The	effectiveness	 of	
Psycho-educational	program	 for	divorcing	
family	 in	 Japan　Annual	Conference	 of	
Asian	 Family	 Therapy	 in	 Transition　
2017.11
４．［学会］「国際化・流動化時代における成人期
の発達研究の課題と展望　関係の中における
成人期の発達」日本発達心理学会　2018.3　
５．［学会］「ペアレントトレーニングを中心とし
た臨床心理学的対応　CARE プログラムを
用いた子どもとの関係作り」日本ADHD学
会　2018.3　（招待講演）
＜学会・社会的活動＞
・日本発達心理学会
・日本心理臨床学会
・日本家族心理学会
・日本心理学会
・日本家族研究・家族療法学会
・日本臨床発達心理士会
・東京都臨床心理士会
・日本保育学会
・日本子ども虐待防止学会
・日本小児神経学会
・日本小児保健協会
・American	Psychological	Association
・CARE-Japan
・PCIT-Japan
堀　江　まゆみ（発達障害学）
（著書）
１．堀江まゆみ『肢体不自由児の理解と支援』保
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育者養成シリーズ＜新版＞障害児保育　一藝
社　p49 ～ 56　2018.3
２．堀江まゆみ『カナダ・オンタリオ州における
知的障害・発達障害のある支援困難な人への
地域移行と地域包括的な支援』	発達障害支援
の実際（内山登紀夫編）　医学書院　p214－
216　2017
３．堀田晶子、太田達也、堀江まゆみ『ドイツに
おける触法性発達障害者への刑事法的対応』　
発達障害支援の実際（内山登紀夫編）　医学
書院　p212－215　2017
（その他）
１．［学会発表］堀江まゆみ他「性犯罪・トラブ
ルを犯した知的・発達障害のある人への地域
での包括支援－性犯罪加害再犯防止プログラ
ムＳＯＴＳＥＣ－ＩＤの実践から特別支援教
育・福祉実践の課題を探る－」	日本特殊教育
学会第55回大会自主シンポジウム発表　2017
＜学会・社会的活動＞
・日本特殊教育学会
・日本発達障害学会
・日本教育心理学会
・日本質的心理学会
・日本児童青年精神医学会
・日本小児精神神経学会
・日本司法・共生社会学会
・東京都教育庁指導部特別支援教育指導課東京都
特別支援教育推進室就労支援アドバイザー
・東京都小平市教育委員会就学支援委員会専門委
員
・東京都小平市第五期小平市障害福祉計画第一期
小平市障害児福祉計画策定委員会委員長
・東京都東村山市成年後見制度推進機関委員長
・東京都東村山市成年後見制度推進機関成年後見
事例検討委員会専門員
・神奈川県障害者施策審議会会長
・神奈川県障害者施策審議会津久井やまゆり園再
生構想部会部会長
・神奈川県大和市相談支援連絡会専門アドバイ
ザー
・社会福祉法人南高愛隣会共生社会を創る愛の基
金企画委員
小保方　晶　子（発達心理学）
（学術論文）
１．「中学生の非行傾向行為の動向」	単著　2017.9	　
白梅学園大学・短期大学教育・福祉研究セン
ター年報　No.22　ｐ20-26
（その他）
１．［学会発表］　Japanese	Teacher’s	Guidance	
Styles	 for	Student’s	 	Problem	Behavior	at	
Junior	High	School　単著　July,	2017　15th	
European	Congress	of	Psychology,	Holland
２．［学会発表］中学生の非行傾向行為の動向－
2002年から2012年の分析－　単著　2018.3　
日本発達心理学会第29回大会　東北大学
３．「中学生の非行行動」　単著　2017.7　新教育
課程ライブラリVol ７．P12-13. ぎょうせい
＜学会・社会的活動＞
・日本心理臨床学会
・日本発達心理学会
・日本犯罪心理学会
・日本質的心理学会
・日本臨床心理士会
・日本心理学会
・日本教育心理学会
・American　Psychological　Association
・国分寺市本多公民館　「子育て関連講座―絵本
と子育て」講師　2017.9 ～ 10　（全４回）
鬼　頭　七　美（日本文学）
（その他）
１．「漱石辞典」　共著　2017.5　翰林書房
＜学会・社会的活動＞
・日本近代文学会
・昭和文学会
・日本文学協会
・日本社会文学会
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・坂口安吾研究会
・横光利一文学会
・日本児童文学学会
廣　澤　満　之（発達障害学）
（学術論文）
１．「障害児保育における保育者の熟達化　－保
育困難感と熟達へのニーズの分析を通して
－」　単著　2018.3　白梅学園大学・短期大
学紀要54号
（その他）
１．［講師］小平市教育委員会　通級指導担任研
修会「通級指導の教員に求められること」　
2017.4
２．［講師］小平市教育委員会　教科等研究会特
別支援教育部会夏季研修会　2017.7.26
３．「障害児との関係のなかでひらかれる意味世
界の共有」をめぐって　共著　2017.9　日本
特殊教育学会第55回大会発表論文集
４．障害児保育における保育者の熟達化　－保育
困難感の分析を通して－　単著　2017.10　
日本教育心理学会第59回大会発表論文集
５．［講師］白梅学園大学小平市連携療育事業　
障がい児理解連続講座「障がいのある子ども
の発達を考えた学びとは」　2018.2
＜学会・社会的活動＞
・日本特殊教育学会
・日本発達心理学会
・日本教育心理学会
・日本児童青年精神医学会
・日本発達障害学会
・日本心理臨床学会
・日本 LD学会
・日本保育学会
・日本心理劇学会
・小平市就学支援委員会委員
宮　田　まり子（保育学）
（著書）
１．宮田まり子	「子どもの「育ち」と「学び」か
らみた園環境」	無藤隆編著『育てたい子ども
の姿とこれからの保育』	2018		ぎょうせい
（学術論文）
１．秋田喜代美，	辻谷真知子，	石田佳織，	宮田ま
り子，	宮本雄太	「園庭環境の調査検討－園庭
研究の動向と園庭環境の多様性の検討－」	
2018　東京大学大学院教育学研究科紀要　	
第57巻	
２．野澤祥子，井庭崇，天野美和子，若林陽子，
宮田まり子，秋田喜代美	「保育者の実践知を
可視化・共有化する方法としての『パターン・
ランゲージ』の可能性」	2018		東京大学大学
院教育学研究科紀要		第57巻		419-449
（その他）
１．［報告書］秋田喜代美，辻谷真知子，	石田佳織，	
宮田まり子，	宮本雄太	「子どもの経験をより豊
かに　－園庭の質向上のためのひと工夫へのい
ざない－」	2017　東京大学大学院教育学研究科
附属発達保育実践政策学センター園庭調査研究
グループ
２．［報告書］秋田喜代美，野口隆子，宮田まり子，
伊藤史子，亀ヶ谷忠宏，大竹節子，石井雅，
福田奈美恵，和島千佳子，加藤篤彦，堀田由
加里	「これからの時代に求められる資質・能
力を育成する幼児教育指導　豊かな創造性を
育む」	2018　公益財団法人日本教材文化研究
財団
３．［口頭発表］	石田佳織，	辻谷真知子，	宮田まり
子	「園庭の実態と実践（１）」	2017		日本保育
学会第70回大会	
４．［口頭発表］	辻谷真知子，	石田佳織，	宮田まり
子	「園庭の実態と実践（２）」	2017		日本保育
学会第70回大会	
５．［ポスター発表］辻谷真知子，	石田佳織，	秋
田喜代美，	杉本貴代，	宮田まり子，	宮本雄太	
「園庭の実態と実践（３）～危険についての
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語りに着目して～」	2017		こども環境学会
2017　
６．［ポスター発表］石田佳織，	秋田喜代美，	辻
谷真知子，	杉本貴代，	宮田まり子，	宮本雄太	
「園庭の実態と実践（４）～改修のきっかけ
と維持の主体者～」	2017　こども環境学会
2017	
７．［口頭発表］宮田まり子，	秋田喜代美，	辻谷
真知子，	宮本雄太	「園庭の実態と実践（５）
－園の組織化に着目して－」	2017		国際幼児
教育学会第38回大会	
８．［口頭発表］石田佳織，	辻谷真知子，	宮田ま
り子，	宮本雄太	「園庭の実態と実践（６）～
工夫点記述から見える	園庭情報の共有～」	
2017		日本乳幼児教育学会第27回大会	
９．［口頭発表］天野美和子，野澤祥子，宮田ま
り子，秋田喜代美「主任保育者のリーダーシッ
プに関する経験知の検討（１）－グループイ
ンタビューにおける語りの分析－」　2017　
日本乳幼児教育学会第27回大会	
10．［口頭発表］野澤祥子，天野美和子，宮田ま
り子，秋田喜代美	「主任保育者のリーダー
シップに関する経験知の検討（２）―リーダー
シップスケールとの関連の分析―」　2017　
本乳幼児教育学会第27回大会	
11．［ポスター発表］辻谷真知子，	秋田喜代美，	
杉本貴代，	石田佳織，	宮田まり子，	宮本雄太	
「保育施設における園庭の実践と価値観の検
討」	2017		日本教育心理学会第59回総会	
12．［ポスター発表］杉本貴代，秋田喜代美，辻
谷真知子，宮田まり子　「子どもは校内の好
きな場所にどのような価値を見出している
か？－小学１年生対象の質問紙調査の試み
－」2017　日本教育心理学会第59回総会
13．［口頭発表］Miyamoto，	Y.，	Sugimoto，	T.，	
Akita，	K.，	Tsujitani，	M.，	&	Miyata，	M.	
（2017）	 ‘How	 Do	 Preschool 	 Chi ldren	
Recognise	 Their	 Playgrounds? ’ 	 Oral	
Presentation	at	 the	27th	European	Early	
Childhood	Education	Research	Association.	
Bologna，	Italy
14．［口頭発表］Akita，	K.，	Miyamoto，	Y.，	
Tsujitani，	M.，	Sugimoto，	T.，	&	Miyata，	M.	
（2017）	‘How	Do	Preschool	Children	and	
Teachers	Recognize	Their	Playgrounds?	
’Oral	Presentation	at	Early	Start	Conference	
2017.	Wollongong，	Australia.
15．［招待講演］宮田まり子			積み木場面におけ
る創造的相互行為について		国際幼児教育学
会第38回大会		於：台北教育大学		2017
16．［シンポジウム］辻谷真知子・宮田まり子	
保育・幼児教育施設の園庭に関する調査～子
どもの育ちを支える豊かな園庭とは？～東京
大学大学院附属発達保育実践政策学センター
公開シンポジウム「人生のはじまりを豊かに
～乳幼児の発達・保育研究のイノベーション
～」於：東京大学	2017
＜学会・社会的活動＞
・日本ペスタロッチー・フレーベル学会
・日本保育学会
・子ども環境学会
・日本乳幼児教育学会
・国際幼児教育学会
・日本発達心理学会
・東京大学大学院教育学研究科附属発達保育実践
政策学センター協力研究者
飯　野　雄　大（臨床発達心理学）
（学術論文）
１．「地域における発達支援システムの検討：小
平市での幼児期から学童期までの途切れのな
い相談拠点の構想」単著　2018.3　白梅学園
大学・短期大学紀要第54号
（その他）
１．［ポスター発表］子どものニーズに応じた学
習支援・個別 SST の並行的取組～多角的な
視点を持つ心理学的支援（３）共著　2018.3　
日本発達心理学会第29回大会
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２．［外部資金］インクルーシブ保育における参
加状態の多元的アセスメントモデルの構築　
共著　2015.4 ～ 2018.3
＜学会・社会的活動＞
・日本発達心理学会
・日本教育心理学会
・日本心理学会
・日本保育学会
・日本特殊教育学会
・日本臨床発達心理士会
・八王子市幼稚園障害児等保育研修会講師
・新版K式発達検査2020作成　標準化検査テス
ター
・白梅学園清修中高一貫部校内研修会講師
・小平市小学校・幼稚園・保育園連絡会講演講師
冨　澤　和歌子（臨床心理学）
＜学会・社会的活動＞
・日本学生相談学会
・日本心理臨床学会
・日本カウンセリング学会
・日本箱庭療法学会
・日本集団精神療法学会
大学　家族・地域支援学科
小　林　美由紀（小児科学）
（その他）
１．［ 講 演 ］　 子 ど も の 成 長・ 発 達 と 病 気　
2017.6.22　中野区ファミリー・サポート事業
２．［講演］　病児保育！自信をもって預かるため
に～処方薬について　2017.8.31　中野区ファ
ミリー・サポート事業
３．［ 講 演 ］　 子 ど も の 成 長・ 発 達 と 病 気　
2017.11.13　中野区ファミリー・サポート事
業
４．［講演］　乳児の慢性疾患・障害について　
2017.11.30　白峰学園横浜女子短期保育セン
ター　乳児保育講座
５．［講演］乳幼児の慢性疾患　2018.2.9　白峰学
園横浜女子短期保育センター　乳児保育講座
＜学会・社会的活動＞
・日本小児科学会専門医
・日本小児保健協会
・日本小児血液学会
・日本小児がん学会
・日本血液学会
・日本臨床血液学会
・日本造血細胞移植学会
・日本輸血学会
・日本赤ちゃん学会
・日本保育園保健協議会
・日本子ども学会理事
・日本学校保健学会
・日本保育学会
・日本医療保育学会
・日本緩和医療学会
・日本サイコオンコロジー学会
・中野区ファミリー・サポート事業医療アドバイ
ザー
土　川　洋　子（介護福祉学）
（その他）
１．就労継続 B型事業所における健康相談の現
状と課題　単著　2017.11　第60回日本病院・
地域精神医学会総会
＜学会・社会的活動＞
・日本病院・地域精神医学学会
・日本介護福祉教育学会
・日本介護福祉士学会
・日本介護福祉学会
・精神障害者リハビリテーション学会
・日本保健医療福祉連携教育学会
・日本小児保健協会
・社会福祉法人きょうされん　リサイクル洗びん
センター（就労継続支援 B型事業所）　健康相
談
・東村山市防災会議委員
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・社会福祉法人緑友会小川ホーム評議員
森　山　千賀子（介護福祉学・地域ケア）
（その他）
１．「混合介護の議論を契機に、訪問介護の役割
を問い直そう」	単著　2017.6	 	医療福祉生協
連	理論誌：日本医療福祉生活協同組合連合
会　P. ２
２．［学会発表］ケアラーの４つのモデルと支援
のあり方に関する検討　単独発表　2017.8.6　
第13回東洋大学社会福祉学会
３．［学会発表］認知症者を介護するケアラーの
社会参加に関する研究～ＩＣＦによる支援モ
デル～　共同発表　2017.8.20　第58回日本社
会医学会
４．［学会発表］介護者支援のコア概念と支援機
能－「レスパイト」の概念に着目して－　共
同発表　2017.10.1　第25回日本介護福祉学会　
５．［研究会発表］高齢者介護の現場はどうなっ
て い る の か　 日 本 の 現 状　 単 独 発 表　
2017.9.10　日韓介護問題シンポジウム
＜学会・社会的活動＞
・日本社会福祉学会
・日本介護福祉学会	評議員
・日本介護福祉教育学会
・日本世代間交流学会
・日本子ども虐待防止学会
・日本福祉図書文献学会
・日本社会福祉士会
・日本介護福祉士会
・社会福祉法人サンフレンズ	理事・ハラスメン
ト防止委員会委員
・一般社団法人地域ケア総合評価機構	代表理事
・NPO法人第２こだま小規模多機能型居宅介護
やまびこ	運営推進会議委員
杉　本　豊　和（社会福祉学）
（著書）
１．（共著）福祉臨床シリーズ編集委員会編『障
害者に対する支援と障害者自立支援制度［第
４版］－障害者福祉制度・障害者福祉サービ
ス』弘文堂　2018.3.15
２．（共著）福祉臨床シリーズ編集委員会編『相
談援助実習、相談援助実習指導［第３版］－
ソーシャルワーク現場実習・ソーシャルワー
ク実習指導』弘文堂　2018.3.15
（その他）
１．（共著）全国精神保健福祉会連合会	平成29年
度家族支援のあり方に関する全国調査委員会
「精神障がい者の自立した地域生活の推進と
家族が安心して生活できるための効果的な家
族支援策のあり方に関する全国調査報告書」
全国精神保健福祉会連合会　2018.3.26
＜学会・社会的活動＞
・日本社会福祉学会
・日本精神障害者リハビリテーション学会
・府中市障害認定審査会委員
・社会福祉法人ひばり福祉会評議員
・社会福祉法人つむぎ評議員
・特定非営利活動法人あかね会理事
・社会福祉法人ときわ会評議員
・小平市障害者地域自立支援協議会会長
・日本障害者協議会理事
・むさし保育園運営委員
西　方　規　恵（介護福祉学）
（その他）
１．［学会発表］介護現場における『褥瘡予防の
子枕の移動』技術の有効性－高齢者総合福祉
施設の実践と効果の検証－　共著　2017　第
24回日本介護福祉教育学会
＜学会・社会的活動＞
・日本社会福祉学会
・日本介護福祉学会
・日本難病看護学会
・日本介護福祉教育学会
・日本老年行動科学会
・知的障害者施設　オンブズパーソン
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・小規模多機能居宅介護・認知症対応型共同介護
施設　運営推進委員
・ほっとすぺーす「きよか」　運営委員（副代表）
井　原　哲　人（児童福祉論）
（学術論文）
１．「障害乳幼児福祉制度における自治体の役割
と課題	:	2016年児童福祉法改正における市場
化と分権化の合流」　単著　2017　障害者問
題研究45（１）
＜学会・社会的活動＞
・日本社会福祉学会
・社会事業史学会
・東京社会福祉史研究会
・日本学童保育学会
午　頭　潤　子（介護福祉・高齢者福祉）
（その他）
１．［ポスター発表］「介護者支援のコア概念と支
援機能－「レスパイト」の概念に着目して－」　
共著　2017.9.30 ～ 10.1　第25回日本介護福
祉学会
２．［口頭発表］「認知症者を介護するケアラーの
社会参加に関する研究～ ICF による支援モ
デル～」　共著　2017.8.19 ～ 20　第58回日本
社会医学会
＜学会・社会的活動＞
・白梅介護福祉学会
・日本介護福祉学会
・日本社会医学会
・認知症ケア学会
・日本ケアマネジメント学会
・日本介護福祉士会
・東村山市介護認定審査会委員
・小金井市障害支援区分認定審査会委員
牧　野　晶　哲（ソーシャルワーク・社会福祉学）
（その他）
１．［研究報告］ケアを担う子ども（ヤングケア
ラー）についての小平市調査　－公立小中学
校の教員を対象としたアンケート調査－　共
著　2018.3　白梅学園大学ヤングケアラー調
査研究プロジェクト報告書
２．［研究報告］子どもの居場所活動について　
－普遍性と主体の再確認－　単著　2018.3　
地域と教育　第35号
３．［学会発表］学校での RJ サークルの実践報
告　共同　2017.6　第13回 RJ 全国交流会
４．［学会発表］学校教育現場における児童虐待・
いじめへの新たな取り組み　－スクールソー
シャルワークのさらなる可能性－　共同　
2017.12　第23回日本子ども虐待防止学会
５．［報告］いじめ問題に対応するスクールソー
シャルワーカーの役割について　－いじめ防
止プログラムの効果検証と対話マニュアルの
作成－　単著　2017.8　白梅学園大学短期大
学教育・福祉研究センター研究年報　No.22
＜学会・社会的活動＞
・日本社会福祉学会
・日本学校ソーシャルワーク学会
・NPO法人日本スクールソーシャルワーク協会　
理事
・日本社会福祉士会
・NPO法人修復的対話フォーラム
・杉並区教育委員会スクールソーシャルワーカー　
スーパーバイザー
・文京区教育委員会スクールソーシャルワーカー　
スーパーバイザー
・任意団体金曜学習室　代表責任者
・杉並区いじめ問題対策委員会
短大　保育科
瀧　口　　　優（英語教育学・英米文学）
（著書）
１．『ことばと教育の創造』	共著　2017.8　三学出
版
２．『小選挙区制のワナ』	共著　2018.2　かもがわ
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出版
（学術論文）
１．「小学校英語の教科化と現場の苦悩」2017.4　
教育（かもがわ出版）855号
２．「子どもの権利条約から見た日本の行政の子
ども観」	単著　2017.8	白梅学園大学・短期大
学教育・福祉研究センター年報22号
（その他）
１．『５年生から英語科に？－新学習指導要領を
読む』	単著　2017.5　新英語教育573号
２．『すべての子どもたちに外国語を学ぶ喜びを』　
単著　2017.8　英語教育66巻５号（大修館書
店）
３．『小学校英語は誰のためか』　単著　2017.11　
新英語教育579号
４．『専任を求めている小学校現場』　単著　
2017.12　新英語教育580号
５．『一緒に授業ができる先生が欲しい』　単著　
2018.2　新英語教育582号
［講演・報告］
１．小学校学習指導要領外国語（英語）と外国語
活動についての提案　単著　2017.4　日本外
国語教育改善協議会第45回大会
２．小学校英語を「教科」で教える？　単著　
2017.5　東北地区民間教育研究団体連絡協議
会
３．「英語が好き」を一人でも多く　単著　
2017.6　新英語教育研究会関東ブロック集会
４．小学校英語の深い学びと具体的な指導方法を
考える　単著　2017.8　白梅学園大学第７回
小学校教育フォーラム
５．小学校の英語教育について　単著　2017.12　
和光小学校学内研修会
＜学会・社会的活動＞
・新英語教育研究会副会長
・教育科学研究会
・語学教育研究所
・日本イギリス児童文学会
・新英米文学会
・日本平和学会
・日本保育学会
・日本児童英語教育学会（JASTEC）
・日本教育学会
・総合人間学会
・日本世代間交流学会
・平和の文化をきずく会
・世界幼児教育機構（OMEP）
・民主教育研究所
・日本ユネスコ協会連盟
・特定非営利活動法人 C.P.I. 教育文化交流推進委
員会
中　山　正　雄（社会福祉学）
（著書）
１．子ども虐待と社会的養護『子育て支援員研修
テキスト』　共著　2017.8
（学術論文）
１．「社会的養護と子どもの権利擁護」　単著　
2017.5　全国社会福祉協議会全国児童養護施
設協議会　第70回全国児童養護施設長研究協
議会記念誌「新たな社会的養護への挑戦」
（その他）
１．［講師］	児童虐待の防止と地域でできること　
2017.8.13　東京都民生児童委員連合会　民生
委員研修会
２．「子どもの目から見た虐待」　単著　2017.12　
月刊雑誌「子どもの文化」子どもの文化研究
所
３．［講師］子どもたちを虐待から守るために　
2018.1.30　国立市児童館職員研修会
４．［講師］施設における人権侵害への対応と再
発防止　2018.2.2　新潟県児童養護施設協議
会研修会
５．［講師］スーパービジョンとチームアプロー
チ　2018.2.7　栃木県児童養護施設等連絡協
議会上級職員・専門職員研修会
６．［講師］知っておきたい子どものための社会
福祉　2018.2.27　東京都民生児童委員連合会　
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民生委員研修会
＜学会・社会的活動＞
・日本社会福祉学会会員
・子ども家庭福祉学会会員
・全国子ども虐待防止学会会員
・日本児童養護実践学会副会長
・社会福祉法人わらしこの会　理事長
・児童養護施設　二葉むさしが丘学園　苦情解決
第三者委員
・NPO法人ブリッジ・フォースマイル第三者委
員
・社会福祉法人カリタスの園　人権擁護委員会委
員長
花　原　幹　夫（造形教育学）
＜学会・社会的活動＞
・日本保育学会
・子ども環境学会
・日本赤ちゃん学会
・絵本学会
・社会福祉法人わらしこの会　わらしこ保育園　
苦情処理第三者委員
・学校法人佐藤学園　東立川幼稚園　理事
小　松　　　歩（発達心理学）
＜学会・社会的活動＞
・日本特殊教育学会
・日本教育心理学会
・日本発達障害学会
・日本 LD（学習障害）学会
・日本保育学会
・特別なニーズ教育とインテグレーション（SNE）
学会
・日本発達心理学会
・赤ちゃん学会
・立川市委託「夢育て・たちかわ　子ども21プラ
ン　第５期推進協議会」会長
・学校法人佐藤学園　東立川幼稚園　監事
・社会福祉法人緑蔭会　たかのみち保育園　監事
長　井　覚　子（音楽教育学）
（その他）
１．［学会発表］保育における継続的なワーク
ショップの試み―音楽にかかわる学びを中心
に①―　共著　2017.5　『日本保育学会第70
回大会発表要旨集』
２．［学会発表］保育における継続的なワーク
ショップの試み―音楽にかかわる学びを中心
に②―　共著　2017.5　『日本保育学会第70
回大会発表要旨集』
３．［学会発表］音・モノ・身体―それって創造性？
―（２）　共著　2017.10　共同企画Ⅱ『日本
音楽教育学会第48回大会プログラム』
４．［講師］「乳幼児の経験から見る表現の育ちと
指導」　2017.9　私立かしわ幼稚園　園内研
修会
＜学会・社会的活動＞
・日本音楽教育学会
・音楽教育史学会
・東洋音楽学会
・日本保育学会
・幼児教育史学会
・日本乳幼児教育学会
・保育教諭養成課程研究会
佐　藤　　　文（体育学（身体表現）・舞踊教育）
（学術論文）
１．［研究ノート］「保育者養成課程における『身
体表現』の授業－模擬保育のおける観察の視
点に着目して－」　単著　2018.3　白梅学園
教職課程研究
＜学会・社会的活動＞
・舞踊学会
・比較舞踊学会
・日本保育者養成教育学会
源　　　証　香（保育学）
（その他）
１．共生の地域コミュニティづくりと育児・子育
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て環境構築についての縦断的研究　共同研究　
2014 ～ 2017年度　科研費助成研究　基盤研
究（C）
＜学会・社会的活動＞
・日本保育学会
・法と教育学会
・赤ちゃん学会
・子どもの人権研究会　
・学校法人佐藤学園　東立川幼稚園　評議員
・社会福祉法人わらしこの会　評議員
・社会福祉法人カリタスの園　つぼみの寮（乳児
院）　苦情解決委員会第三者委員
・社会福祉法人小松福祉会　評議員
宮　崎　佑　介（保全生態学）
＜学会・社会的活動＞
・日本生態学会
・Citizen	Science	Association
・Society	for	Conservation	Biology
・日本魚類学会
・日本生物地理学会
・「野生生物と社会」学会
・日本環境教育学会
・臨床教科教育学会
・水圏環境教育研究会
・魚の会
・久保川イーハトーブ自然再生協議会委員
井　上　　　遥（教育哲学・教育人間学）
（学術論文）
１．「O.F. ボルノー『人間と空間』における「住
まうこと」の根幹としての「身体性」の契機
について」　単著　2018.3　白梅学園大学・
短期大学紀要　第54号
＜学会・社会的活動＞
・日本保育学会
・教育哲学会
・奈良女子大学史学会
・日本子ども学会
主　藤　久　枝（子ども学）
＜学会・社会的活動＞
・日本家政学会
・日本保育学会
・日本世代間交流学会
・日本発達心理学会
・日本保育者養成教育学会
・こども環境学会
・日本世代間交流協会会員
・OMEP　日本委員会会員
・学校法人小町学園　昭島恵泉幼稚園　評議員
・NPO法人東村山子育て支援ネットワークすず
め　つばさ保育園　運営委員
・NPO法人東村山子育て支援ネットワークすず
め　第三者委員
藤　高　直　之（子ども家庭福祉学）
（学術論文）
１．「ファミリー・サポート・センター事業（子
育て援助活動支援事業）の意義と課題－地域
において類似する子育て支援との比較から
－」　単著　2018.3　白梅学園大学　短期大
学紀要　第54号
＜学会・社会的活動＞
・日本社会福祉学会
・日本子ども家庭福祉学会
・日本地域福祉学会
・日本福祉教育・ボランティア学習学会
大学院　子ども学研究科
無　藤　　　隆（発達心理学）
（著書）
１．『新しい教育課程におけるアクティブな学び
と教師力・学校力』　単著　2017.8.10　図書
文化
２．『３法令改訂（定）の要点とこれからの保育』　
単著　2017.7.1　	チャイルド本社　
＜学会・社会的活動＞
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・日本心理学会
・日本発達心理学会
・日本教育心理学会
・日本保育学会
・日本乳幼児教育学会（理事）
・日本質的心理学会
・日本生活科・総合的学習教育学会
・文部科学省中央教育審議会委員
・内閣府子ども・子育て会議会長
研究員業績
